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開設時期 H25.9.29 

運営主体 東川地域おこし協議会

構成集落 入河内、黒瀬、大井、古井、別役

人口・世帯数 83人・63世帯（R7.3.31時点）

地域の自慢

 安芸市の海岸から車で30分ほどの中山間地域。
 安芸市はユズの生産日本一で、東川地区でも10
月～12月上旬までユズの収穫が盛んです。
 12月中旬～2月下旬まで収穫される伝統野菜
「入河内大根」は、市内外にファンがおり、地域
の活性化につながっています。

○ 地域のこれから 

○ 主な活動内容

○ 活動への思い 

拠点施設
情報

東川公民館
（安芸市入河内５８８）
電話番号 0887-32-3031

東川集落活動センター｢かまん東川｣
（安芸市）

〈入河内大根伝承・ＰＲ活動〉
 古くから入河内地区で栽培されてきた入河
内大根。平成18年に「入河内大根のこそう
会」を結成し、収穫体験や販売活動など、入
河内大根の伝承、PR活動等に取り組んでいま
す！

〈ゆず収穫体験活動〉
 里山の自然を楽しんでもらおうと、ゆず収
穫体験を行い、地域内外と交流しています。
 また、援農隊を受け入れたりと、のんびり
とした山の人々も、この時期は大忙しです！

〈その他にも･･･〉
○夏祭りビアガーデン
 安芸本町商店街の屋台出店や、東川地区の
映像上映もあります！
○東川ふれあい市
 入河内大根や田舎ずしなどが販売され、
多くの人が訪れます！

 不足する人材を確保し、新しい視点や発想による地域の活性化を目指して、開
設しました。現在は、大学生との交流及びイベントの実施等、地域内外との交流
や、伝統野菜「入河内大根」の生産と販売等により、地域の活性化に取り組んで
います。今後も地域一体となってこれらの活動を継続・維持していきます。

 人口減少に伴い、集落の存続が危ぶまれています。こ
のような状況下で、交流活動を通じて東川地区の人々に
活力を届けたいと考えています。また、地区外の方にも
この地の魅力を知っていただき、交流人口の増加につな
げていきたいと願っています。

会長 有澤 俊明　


